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認知症の人に対する安全で効果的な看護手法の開発 

 
  

研究分担者 深堀 浩樹  慶應義塾大学看護医療学部 老年看護学分野 教授 
 

     
研究要旨 認知症の人に対して安全で効果的な看護・医療・ケアを提供する
上では、身体拘束の最小化の方法を検討することが必要である。本研究では、
安全で効果的な看護手法の開発の一助として、身体拘束の是非が争われた裁
判例を分析し、身体拘束が行われる状況・プロセス・判断、身体拘束が当事
者や家族、ケア提供者に及ぼす影響等について探索的に明らかにすることを
目的とした。2019 年度は、看護学・医学・法学の研究者からなる学際的研究
チームの構築、身体拘束の是非が争点となった裁判例について予備的なデー
タ収集、裁判例を質的内容分析により分析するための分析枠組みの開発を行
った。結果として、身体拘束の違法性が争点となった 2 件と身体拘束の必要
性が患者・家族側から主張された 7 件の合計 9 件の裁判例が得られ、質的内
容分析のための初期段階の分析枠組みを完成させた。 

 
 
A．研究目的 
 認知症の人に対して安全で効果的な看護・
医療・ケアを提供する上では、身体拘束の最
小化の方法を検討することが必要である。本
研究では、安全で効果的な看護手法の開発の
一助として、身体拘束の是非が争われた裁判
例を分析し、身体拘束が行われる状況・プロ
セス・判断、身体拘束が当事者や家族、ケア
提供者に及ぼす影響等について探索的に明ら
かにすることを目的とした。 
 
 
B．研究方法 
1)研究チームの構築 
 看護学・医学・法学の研究者からなる学際
的研究チームを構築した。研究チームのメン
バーは、分担研究者の深堀浩樹（慶應義塾大
学 看護医療学部 老年看護学分野・教授）、小
川朝生（国立がん研究センター 先端医療開発
センター 精神腫瘍学開発分野・センター長）
に加え、松原孝明氏（大東文化大学 法学部法
律学科・教授）、辻麻由美氏（長崎大学大学院
医歯薬学総合研究科 看護実践科学分野（老年
看護学）・助教）、那須佳津美氏（東京医科歯
科大学大学院保健衛生学研究科 看護システ
ムマネジメント学分野・博士課程）から構成
した。  
2)身体拘束の是非が争点となった裁判例のデ

ータ収集 
 法情報総合データベースであるD1-law.com
を用いて、身体拘束について争われた裁判例
（精神科を除く）について予備的な検索を行
い、適格基準を満たす文献を収集した。 
3)質的内容分析に用いる分析枠組みの開発 
 裁判例について質的内容分析を行うにあた
り、医学・看護学領域の裁判例についての先
行研究と研究チームでの協議により、分析枠
組みの開発を行った。身体拘束を行う（行わ
ない）に至った状況、患者・家族側の主張、
病院・施設側の主張、裁判所の判断などにつ
いて細分化し分析可能な枠組みの開発に着手
した。 
4)その他の関連研究 
 認知症の人に対する安全で効果的な看護・
医療・ケア提供を検討するために、認知症の
人や高齢者に関する看護・ケアに関するその
他の関連研究を実施した。 
（倫理面への配慮） 
現時点での研究内容は、公表されている認

知症高齢者への身体拘束が争点となった裁判
例について予備的にデータ収集を行い、分析
枠組みを検討している状況であるため、研究
倫理審査の受審は行っていない。本研究内容
は、「人を対象とする医学系研究に関する倫
理指針」等の適用対象とならないと考えられ
るが、予備的検討を終えた段階で、適切な倫
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理審査委員会に倫理審査の受審の必要性につ
いて検討を依頼する予定である。 
 
 
C．研究結果 
１)研究チームによる研究活動 
2020年 3月に研究チームによる打ち合わせ

を行い、その他、メールによる協議を複数回
実施した。 
2) 身体拘束の是非が争点となった裁判例の
データ収集 
予備的な文献検索から得られた裁判例の内

容を確認し、適格基準を判断した。その結果、
身体拘束の違法性が争点となった 2 件と身体
拘束の必要性が患者・家族側から主張された
7件の合計 9件の裁判例が得られた。 
3) 質的内容分析に用いる分析枠組みの開発 
 先行研究と研究チームでの協議の結果、現
時点で、身体拘束を行う（行わない）に至っ
た状況、患者・家族側の主張、病院・施設側
の主張、裁判所の判断などについて細分化し
分析可能な枠組みに向け、初期段階の分析枠
組みが完成した。 
 
 
D．考察 
1)研究チームの構築 
看護学・医学・法学の研究者からなる学際

的研究チームを構築したことにより、多様な
視点から安全で効果的な看護・医療・ケアの
提供方法について検討できることが期待され
る。 
2)身体拘束の是非が争点となった裁判例のデ
ータ収集 
2019 年度は予備的な検討を行い、9 件の裁

判例を得ることができた。2020 年度により系
統的な検索・適格基準の判定を行い、対象と
なる裁判例を確定させていく予定である。 
3) 質的内容分析に用いる分析枠組みの開発 
 2019 年度に開発した初期段階の分析枠組み
を用いて、2020 年度に上記 9件の裁判例の分
析を行い、安全で効果的な看護手法の開発に
資する分析枠組みを完成させ、裁判例の質的
内容分析による解析を終了させる予定である。 
 
 
E．結論 
 身体拘束の是非が争われた裁判例を分析し、
身体拘束が行われる状況・プロセス・判断、
身体拘束が当事者や家族、ケア提供者に及ぼ

す影響等について探索的に明らかにすること
を目的とし、看護学・医学・法学の研究者か
らなる学際的研究チームの構築、身体拘束が
争点となった裁判例についての予備的なデー
タ収集、質的内容分析のための析枠組みの開
発を行った。結果として、9 件の裁判例が得
られ、質的内容分析のための初期段階の分析
枠組みを完成させた。2020 年度はより系統的
データ収集を行い、質的内容分析による解析
を終了させる予定である。 
 
 
F．健康危険情報 
 特記すべきことなし。 
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H．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 
1．特許取得 
 なし。 
2．実用新案登録 
 なし。 
3．その他 
 特記すべきことなし。 
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